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エッセイ

デートスポット京都・鴨川

「鴨川等間隔の法則」

彷徨倶楽部：髙田 忠雄

昔から今も、鴨川は京都のデートスポットの中では有名だ。四条大橋付近

から三条大橋方面にかけての河原はデイトで歩き回って疲れたカップル

が涼を求めて次々とやって来ては腰を下ろし、川の流れを見ながら語らい

あう場所である。肩を、まるで２個１皿の寿司のように寄り添い座ってい

る光景は壮観だ。たぶんこの光景を始めてみた人は誰しも度肝を抜かれる

だろう。と同時に独り身の人間がそんなカップルたちの姿を見て「トンビ

にでも襲われたらいいのに」と毒つきながら～うらやましく大橋を足速に

通り過ぎる。という奇妙な場所でもある。他のカップルとの距離を考えた

結果、一定の間隔をあけて何組ものカップルが河原を占拠する。この光景

を京都の某大学教授が「鴨川等間隔の法則」と呼んだ。

京都の風物 名所である。

大胆にも、男同士で河原に下りて行ったら「ソッチ系」と思われてもおか

しくない状況に。女同士なら等間隔の男女の間に入り込めるのか。場違い、

否、異世界を実感されることだろう。私が若かりし頃は、京都の恋人達の

あこがれ「かも川チチくりあいスポット」とも言っていた。

夏の夜のかも川はある種「ラブホテル」のような感じでもあった。カップ

ルの間を同間隔にあけて座りチチくりあっているからだ。京都おばさん達

は「みてるのも恥ずかしおすけど今の若いお人はうらやましおすなぁ」と。

夜のかも川は、カップルだけではない。大橋の上から、じ～っとカップル

の様子を観ている男、対岸から観ている男、ひやかしのためにそぞろ歩く

酔っぱらい達もいる。それらに飢えた男、時に女もいる。彼らはそうとう

飢えてらっしゃるので女の子だけとか男の子だけのグループにかたっぱ

しから声をかけ歩く。いわゆる「ナンパ」そして仲良くなって････。

その先書くのは～ 〝やぼ〟 というもの。

俺も 私も 昔行ったなぁ～。なつかしく思い出される方もありかと～。
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比良縦走大会の案内概要

恒例の県連主催比良縦走大会を下記のとおり開催しますので皆さ

ま多数参加ください。

１ 開催日  2016 年 9 月 25 日 (日)
２ コース 8：00 ⇒ 栗原登山口スタート

17：00 ⇒ 楊梅ノ滝入り口の東屋 ゴール 必着

3 集 合  ＪＲ和邇駅 7：10 集合

(山科駅 6：38 近江今津行 ⇒和邇駅 7：03)
和邇駅からタクシー乗り合わせで登山口へ → 各自

負担

４ 参加費 1,000 円 (保険等諸費用含む)実施日当日徴収します。

５ 締め切り  9 月 15 日 (木)

６ 注意事項

① 参加資格 コースを十分把握している個人もしくはリーダがい     
るパーティ。

    

個  人 労山会員で新特別基金の加入者。

パーティ 基金加入者がリーダ、一般加入者も含めグールプ行動

厳守となります。

② 道迷い、けが、事故等トラブルについて主催者は責任を負いま    
せん。

★申し込み等の詳細は 8 月号県連ニュースで案内します。



4

夏山シーズンに当たってありきたりの話ですが・・・

鬱陶しい梅雨空の日が続きます。我が家のポストの中に昨年はナメクジがいました。

気持ち悪いったらありゃしない！梅雨が明ければ夏山シーズンの到来ですが筆者は近

年は盛夏に登山には行っていません。暑いのが厭だからです。軟弱になったものです。

高山の上は涼しい（時には寒い）はずですが、日差しが強く暑いときもあります。紫外

線が最も降り注ぐ時季ですので、熱射病（夏になると日常的に使われる熱中症とどう違

うのか？）にやはり留意ががいるでしょう。木がない山はとくに注意が必要です。喉が

かわく前に水分を補給することは不可欠ですが、長丁場では水をかつぎあげるのは重い

ので、確実な水場を確かめておくとか営業小屋で水を買うのも方法かと。スポーツドリ

ンクやＢＣＡＡ、アミノバイタル等々の粉末を溶かして飲むのが得策かと思います。

本番に当たって十分体調を整えておくことは常識ですが、睡眠不足は登山の大敵です。

筆者の経験では往きの交通機関（夜行バスとか）や小屋泊まりなどの混雑で（山小屋に

は必ずイビキオヤジがいる）睡眠がとれないことがあって、後の行程に大影響が出たこ

とがありました。疲労のため予定どおり行けなかったとか注意力散漫になって転・滑落

の遠因になったとかです。若い頃はそれでも○泊○日の縦走とかこなせましたが歳をと

った今は到底だめです。狭いテント場で安眠できるとも限りません。身体に合って効く

ことが分かっていれば睡眠薬を用意するのもいいかも知れません。（テントでぐっすり

寝込んで熊が来ていても気がつかないとかあるかも・・恐ろしや。）

経験から大丈夫な人はいいとして、高山病の症状が出る人もいるかも知れません。

因みに高山病と脱水症は似ていることがあり応急処置をして経過をみないと区別がつ

かないことがあるそうです（山岳ドクターの大城和恵さん）。若いときは大丈夫でも中

高年になってくると、「こむら返り」を起こしやすくなることがあるので

注意が必要です。筆者は一昨年六甲に行って、経験したことのない激烈かつ長時間のこ

むら返りを発症し同行者に迷惑をかけたことがありました。日頃、筋持久力を高めるト

レーニング不足を痛感したものです。あとは雷と雨など特有の気象にも注意して夏山に

のぞんでいただければ幸いです。（遭難対策部 佐藤）

筆者の家の近くのあじさい坂が見頃です
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第 44 回清掃登山報告

滋賀県勤労者山岳連盟

理事長 友永 芳和

今年の清掃登山は、5 月 28 日、29 日及び 6 月 5 日の３日間にわたり、県内６会場９コ

ースで実施しました。 ６月 5 日は天候に恵まれませんでしたが、参加者は 3 日間で 160

名(前年より 64 名減)、登山道から回収されたゴミは合計 234.4 kg(前年同様)でした。参加

者が減ったにも関らず、前年同様のゴミを回収していただきました。

各コースとも登山道周辺のゴミはそれほど多くありませんでしたが、以前土の中に埋めら

れたゴミが地表に姿を見せ始めたようです。また、林道や登山口周辺には不法投棄された産

廃や家庭ゴミも目立っています。今後、写真などで関係自治体の担当者に現地の状態を知ら

せて、現地を見分して頂き、何らかの対応をとって頂くことが必要でしょう。

ぐずついた天気の中、参加者の安全確保に心をくだいて頂いたコースリーダーおよびスタ

ッフの皆様、熱心にゴミを回収してくださった参加者の皆様、そしてご支援頂いた関係自治

体及び企業等の皆様に心からお礼を申し上げます。皆様のお力なしには清掃登山は成り立ち

ませんでした。各コースリーダーのコメントと写真は、支援して頂いた自治体に６月末を目

処に報告させて頂きます。

清掃登山を通じて、当連盟と自治体や地域の方々との連携を深めていくことは、湖国の山々

の自然保護に大きく貢献することでしょう。今後も私たちは誇り高い緑の番人として、この

活動をますます発展させていきましょう。

第 44 回清掃登山集計

日程 会場 コ－ス 担当会 会員   一般 自治体 合計 回収ゴミ

大人 子供 ほか
  

(Kg)

5/28 甲賀 飯道山 綾野山歩会 12 3 3 0 18 5.4

5/29 鈴鹿 竜ケ岳 県連 5 6 0 0 11 6.0 

(日) 綿向山 滋賀山友会 4 4 0 0 8 1.4 

伊吹 伊吹山 滋賀山友会 15 2 0 0 17 21.7

6/5 金勝アルプス 天狗岩 滋賀山友会 17 3 0 0 20 8.5

(日) 鈴鹿 鍋尻山 湖南岳友会 雨天中止

比良 隠れ滝 ちごゆり 13 6 0 0 19 81.6 

権現山 比良雪稜会 14 13 0 0 27 43.0 

烏谷山 比良雪稜会 17 10 0 0 27 64.7

野洲 三上山 テクテククラブ 雨天中止

竜王町 雪野山 彷徨倶楽部 10 2 0 1 13 2.1

マキノ 寒風山 シャクナゲ 雨天中止

合計 107 49 3 1 160 234.4

  *：ちごゆり（ちごゆり山歩会）、テクテククラブ（びわ湖テクテククラブ）、シャクナゲ（シャクナゲ溯行クラブ）

**：飯道山と三上山は当連盟友好団体の綾野山歩会とテクテククラブが担当（会員として集計）
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2016 年度 第 4回理事会報告

5 月 18 日（水）19：00 - 20：30   県連事務所

出席：秋田、北村、友永、奥野、中島、宮内、小林、池田、佐藤、東郷、堀部、高玉、長谷川、

欠 席：（連絡あり）西村、大月

下記の議題につき、報告・検討・決定した

1.清掃登山（経過報告／確認）

・ちらし 配送済  各会、綾野山歩会、びわこテクテククラブ、江若交通、びわこバ

レイ、岩雪、あるむ、好日山荘（パルコ）、モンベル（南草津、竜王）、

環境事業公社

・ 各会準備状況 各会で自治体交渉進む。

県連担当「竜ヶ岳」5/18 現在一般 3 名、会員 3名

・広告費・支援金受領済 岩雪、あるむ、モンベル、好日山荘、環境事業公社、日野町

・しおり、リーダー手引き 5/18 印刷、発送 済

・各コース報告 リーダー手引き添付の報告書使用→中島理事へ（期限 6/8）

・写真 2 枚（期限 6/8）→友永理事長へ

・全体報告書、県連ニュース原稿（友永、期限 6/15）

・自治体への報告書提出 6月末をメド（北村）

・保険について（友永）

締切り １回目 5/26 ２回目 6/2  一般参加者の氏名・生年月日か年齢が必要

・金勝アルプス帰りのバス代半額補助を承認

（昨年無料であったが、今年は別途補助金として 5000 円栗東市からいただけることにな

り、参加者に半額の 250 円補助する。20 名以上になった場合は、県連清掃登山会計か

ら補てんする）

(提案)

今年は、登山口・林道終点の不法投棄の状況を写真にとって報告することが承認された。

来年の清掃登山でさらに工夫して活動を盛り上げる方向で、早めに案を検討してだせる

ようにする。

2.各部報告

・組織部 勧誘チラシ 残 400 枚 保管 県連事務所 40 周年を迎えるというコメント

があるのでできるだけ早く配布したい。なくなれば、また新しく印刷する。

会員数動向 (前年度末比 229／232 98.7％)

山 友 岳 友 雪 稜 彷 徨 ちごゆり シャクナゲ

83／82 46／46 54／54 23／23 18／18 5／5
合 計  2016.4E／2016.3E

229／228 100.4%
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・遭難対策 講演会検討中 テーマ「道迷い」遭難事故防止

・教育 5/10アルパイン講習会開校式 受講生 2名 5/22 実技予定 京都大原・金毘羅

・自然保護 5/21 近畿ブロック主催ハイキング「繖山」放射線測定実施予定

・機関誌 5/18 6 月号県連ニュース印刷・発行済

     7 月号県連ニュース 原稿締切 6/15 印刷 6/20 予定

・救助隊 6/17 近ブロ搬出講習会会議 19：30～京都労山事務所

・財政、ＳＫＩ・ＮＥＴ、ＣＳＳ→特になし

３.その他

1.近ブロ搬出技術講習会会計報告（理事メール配信済）

2.国民平和大行進 ６月 16～21 日（詳細は、後日）

3.熊本救援募金送金について

4.第 19 回全国自然保護講座 ６月 11日(土)～12 日(日)  

神奈川県立山岳スポ－ツセンタ－

5.第 32 回全国女性担当者会議 ６月 25 日(土)～26日(日)

全国連盟事務所

6.全国遭難対策担当者会議 ７月２日(土)～３日(日)

全国連盟事務所（秋田出席予定）

   

■ 次回第 5回理事会６月８日（水）19：00 ～
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２０１６年度 第５回理事会報告

２０１６・６・８(水)於;県連事務所

出席；秋田、北村、友永、奥野、中島、宮内、小林、佐藤、東郷、堀部、大月、西村

欠席；長谷川、池田、高玉

司会：北村  記録：堀部

★下記の議題につき、報告・協議・検討・決定しました。

１．清掃登山(報告)
  ・結果報告状況

   高室山、三上山、寒風山の３会場は雨天の為担当会で中止の判断

   参加人数総数 会員 107，一般大人 49，子供 3，自治体他 1，合計 160名

   回収ゴミ   234.4㎏

   ＊詳細は別途まとめ報告書参照してください

  ・写真提出状況

   竜ヶ岳のみ未

  ・反省点

   高室山会場は県連で後日実施する

   特記事項を入れて 6月中に関係自治体に報告書と補助金の請求(後払いの自治体のみ)
次年度に検討→業務の錯綜する時期でもあり各会場担当の会で主体的に各自治体との

窓口になれないか

２．４０周年記念行事について

  ・実行委員会の立ち上げ→7月初め

   各会へ実行委員の推薦を依頼(理事長)。＋会長、副会長、理事長、副理事長で構成する

   実行委員会で意見の集約→理事会で検討→実施計画(含む次年度計画)
  ・登山祭典を 40種年記念行事にする。(決定済み) ８月に実施要綱を決定

  ・｢道迷い｣遭難事故防止講演会も記念行事にする。１１or１２月予定

  ・祝賀会、記念誌、記念山行ほか

   事項委員会で意見集約

３．各部報告

組織：会員数動向・５月末 (前年度末対比 ２２９/２３２ ９８.７％)
山友 岳友 雪稜 彷徨 ちごゆり シャクナゲ

８３/８３ ４６／４６ ５５/５４ ２２/２３ １８/１８ ５/５

合計 ２２９/２２９ ４月末比１００％
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教育：5/22(土)初級アルパイン講習会第１回実技(金毘羅)
   初心者であるので山(岩)になれる訓練に徹する

  遭難対策：講演会検討中 テーマ｢道迷い｣遭難事故防止（関西大学･青山教授）に交渉中

       １１or１２月に参加人数 100名程度で実施予定

  自然保護：5/21 近畿ブロック主催ハイキング｢繖山｣で放射線測定実施

       京都、大阪、兵庫、奈良、滋賀から 11名参加

  機関紙：県連ニュース 7月号 原稿締切 6/15、印刷・発送 6/20
      リレーエッセイ(彷徨・高田さん)原稿預かり済

      比良全山縦走の予告原稿，初級アルパイン、近ブロハイキングの報告原稿

      県連ニュース８月号 原稿締切 7/13、印刷・発送 7/16 登山祭典予告原稿

  救助隊：6/9事務局会議 6/17京都府連と搬出訓練の打ち合わせ会の準備

  ＣＳＳ：8/30明神岳を予定

財政：、SKI-NET：  特記事項なし

４．その他

  ・熊本震災募金 ちごゆり 清掃登山時と募集済合計で【21,200円】振込み済

  ・ホームページについて→5月末を目途にしていたが、仕事の都合で 6月末になりそう

  ・国民平和大行進 6月 16～21日 佐藤(6/20)、友永(6/21)参加予定

  ・第 32回全国女性担当者会議 6/25(土)～26(日)全国連盟事務所→小林、堀池さん(雪稜)
参加

  ・大阪府連５０周年記念講演会 6/25(土) 友永参加

  ・全国遭難対策担当者会議 7/2(土)～3(日) 全国連盟事務所→秋田、佐藤参加

  ・7/1から長野県内９山域で登山届義務化

  ・県連ニュース７月号に『講習会参加補助に関する内規』を掲載する、又補助申請の書

式を各会長に発信する

  ＊熊本震災関連・・・北村

   6/6(月)～8(水)県社協の視察･ボランティアに参加、阿蘇郡西原村に入る。まだ体育館の

避難所に 100 名以上の避難者滞在。瓦等がれきの除去や農業ボランティアに人手を必

要としている。

   平日にはまだまだ人手が欲しいのでは？ ボランティアセンターで受付している。

  ■次回第 6回理事会７月６日（水）１９：００～
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４月２７日の理事会において、次の内規を決定しました。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

講習会参加補助に関する内規

第１条（目的）

本内規は講習会参加補助（以下「補助」という。）に関する手続きを定める。

第 2条（講習会）

講習会とは、滋賀県勤労者山岳連盟（以下「県連」という。）又は理事長が認める他団

体（日本勤労者山岳連盟以外のものを含む。）の講習会及び講習会に準じる会議（以下「講

習会等」という。）とする。

第 3条（申請）

補助を希望する者は、別に定める様式で理事長に申請しなければならない。

第 4条（補助の決定）

理事長は講習会等の参加が県連の活動に資するものであるか否かを考慮し、補助の可否

について決定したうえ、申請者に文書で連絡しなければならない。

第 5条（補助減額）

理事長は申請額を減額することができる。

第 6条（報告）

理事長は補助の可否についての決定を行った場合、直近の理事会に報告しなければなら

ない。

第 7条（返金）

1. 補助金を交付された者は、講習会等を修了できなかった等、当初目的を達成できなかっ

た場合、補助金を返金しなければならない。

2. 理事長は、やむを得ない事情があると認める場合、前項に規定する返金の全額又は一部

を免除することができる。

第 8条（義務）

1. 補助金を交付された者は、県連ニュースに報告を掲載しなければならない。

2. 補助金を交付された者は、講習会等の成果を県連の活動に活用するよう努めなければな

らない。

第 9条（その他）

本内規に定めのない事項については、理事長が決定する。

第 10条（改廃）

本内規の改廃は理事会の協議を経て行う。

（附則）本内規は２０１６年４月２７日より発効する。



（申請者）所属山岳会

氏名

講習会等の名称

講習会等の日時

講習会等の場所

  （1）参加費 円

（2）交通費 円

（3）その他の費用 円　　　（ ）

合計 0 円

（申請者）所属山岳会 0

氏名 0 様

　年　　　月　　　日

講習会等の名称

補助の可否

補助金額

補助を否とした又
は減額した理由

（１）講習会等の終了後、県連ニュースに報告を掲載してください。

11

（1）講習会の目的・内容の分かる案内状などの書類

（３）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（注）　1.申請に当たっては、各会の会長又は代表の承認を得てください。

　　　　2.申請後に必要な書類の提出を求めることがあります。

講習会参加に要す
る費用・内訳

補助の条件

講習会参加補助決定書

　年　　　月　　　日

付けで申請のありました補助金の交付については、次のとおり決定します。

0

　　可　・　否

（２）講習会等の成果を滋賀県勤労者山岳連盟の活動に活用するよう努
めてください。

　（氏名）

申請書はA4で各会会長に配布しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滋賀県勤労者山岳連盟理長

添付書類
（2）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

講習会参加補助申請書

　年　　　月　　　日

滋賀県勤労者山岳連盟理事長様

滋賀県勤労者山岳連盟「講習会参加補助に関する内規」により、次のとおり補助金の交付を
申請します。
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アルパイン講習会 （第 1 回実技講習）

実施日：2016 年 5 月 22 日（日）晴れ

開催地：京都北山 金毘羅山 ゲートロック左壁

講習時間：9：30~15：15
参加者：講師 ：秋田、小関、北村きよ美

スタッフ ：濱野

受講生： 田中啓、其阿弥

講習の目的：2 人パーティーでのマルチピッチクライミングにおける

ロープ操作の習熟

内容

（１班 秋田、濵野、田中啓 ２班 小関、北村き、其阿弥）

1）岩登りの基本事項

ハーネスへのメインロープ連結、ビレイ器具へのロープの通し方、

カラビナへのロープクリップ法

2）フォローで登攀（ランニングビレーの解除なし）

← ゲートロック左壁中間部まで

3）フォローで登攀（ランニングビレーの解除あり）

← ゲートロック左壁中間部まで

4）ファローでゲートロック終了点まで登攀

[感想]
第一回目の実技講習で凄く

緊張しましたが 講師・スタ

ッフの皆様が、親切にとても

丁寧にご指導してくださり感

謝します。

教えていただいた事を次に活

かしていきたいです。

（田中啓子）
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とても緊張して講習に臨みま

したが、講師、スタッフの皆様が

親切に根気よく教えていただい

たので、有意義な楽しい時間にな

りました。私達のために何度も講

師、スタッフの方が登ったり下り

たりしていただき本当に有り難

いです。次回も頑張りますので、

よろしくお願いします。

（其阿弥道子）

記録：其阿弥道子（比良雪稜会）



５月２１日（土） 繖山近畿ブロック自然保護委員会交流ハイキング報告

目  的：近畿ブロック自然保護委員会交流および放射線量測定

集 合：JR東海道本線 安土駅１０時００分

予定コース：安土駅… 近江風土記の丘… 送電線鉄塔… 繖山 … 観音正寺…観音寺城跡

時刻： 10:00    10:30～50    11:10  11:50～12:20  12:50    13:00～13:10

          …繖山… 送電線鉄塔   …安土城址… 安土駅

       

参加者： 京都府連 麻田育良 小塩幸子   奈良県連 佐藤 睦 豊田香寿子

    兵庫県連 長谷川 裕 黒田雅雄  大阪府連 澤村秋則  吉田   日高

        滋賀県連 中島英雄 近藤ひろみ

                                                                                               

重要事項：線量計は奈良が持ってくる。

記事：

JR東海道本線安土駅に着くと50人以上の人であふれている中に 兵庫県連の長谷川さん、黒田

さんの顔も見える。締め切りは過ぎていたがメールを入れて参加したとの事。近藤さんは近江風土

記の丘集合のため10人で出発です。 放射線量測定も行うことにしていて全国から貸し出しの線量

計と兵庫、京都でも自前の線量計を持ってきていて3班それぞれ同じ箇所で測定をしました。

繖山山頂で昼食休憩後、観音正寺へ向かって出発するが、私の登山靴のソールがはがれかけパカ

パカとなりだした。大阪からの吉田さんと日高さんがガムテープを持ってきていて応急処置をして

いただく。観音正寺の裏口には去年は無かった拝観料500円の看板が立っていた。トイレの方に行

くと徴収所があったのでちょっとだけ見て帰ることにしました。

観音寺城跡は石垣や土塁が残っているがほとんど発掘はしてない状態でした。踏み跡があやしい

ルートをとりまた繖山山頂へ戻りました。観音寺城跡から桑実寺へ抜けるだけでも拝観料500円

頂きますと立て札が立てていたためです。

送電線鉄塔のところからは近江風土記の丘へは下らず、安土城址方向へ歩きました。石仏の道が

続いています。東海道本線トンネルの上を過ぎると県道へ出ます。ここからは県道を安土城址方向

へ（歩道を）歩き、安土城址入口に着く。

私の靴の応急処置はばつぐんでしたが、安土城址へ上がるのは不安で希望者はここから帰ること

を提案しました。安土城址へ上がらずかえる希望者は6人、せっかくだからと登ることにしたのは

5人となり、一応ここで解散となりました。結構暑かったので助かりました。報告 中島英雄

緊急連絡先：滋賀山友会 山田善春様
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登山口及
び　　　登
山ルート

測定結
果　（μ
㏜/h）

標高 　 北緯 ３５．０９．０３ 地表1m

時間 10:48 東経 １３６．０８．５７ 0.079

標高 北緯 35・09・0８ 地表1m

時間 11:09 東経 136・09・09 0.096

標高 287ｍ 北緯 35・09・04 地表1m

時間 11:20 東経 136・09・17 0.107

標高 384ｍ 北緯 ３５．０８．５７ 地表1m

時間 12:09 東経 １３６．０９．３３ 0.062

標高 　 北緯 35.08.41 地表1m

時間 12:47 東経 136.09.39 0.084

標高 　 北緯 　 地表1m

時間 　 東経 　 　

標高 　 北緯 　 地表1m

時間 　 東経 　 　

標高 　 北緯 　 地表1m

時間 　 東経 　 　

標高 　 北緯 　 地表1m

時間 　 東経 　 　

標高 　 北緯 地表1m

時間 　 東経 　

登山道の放射能汚染マップ作成のための測定記録票

測定山域 滋賀県　繖山（きぬがさやま）

測　　定
年月日

測定者氏名 県連盟・会名

2016年　5月　21日（土）  10：30 ～ 14：30　　　　

北緯/東経

測定参加者氏
名

滋賀・比良雪稜会 中島英雄

県連盟・会名 記録者氏名

近藤ひろみ

京都・麻田育良ほか　奈良・豊田香寿子ほか　兵庫・長谷川ほか　大阪・澤村ほか

測定した場所はどのようなところか
（休憩場所・林間で落ち葉が堆積している場所、沢の近く、湿地帯など具体的に記入して下さい）

標高及び測定時間

安土城址　測定しなかった

近江風土記の丘登山口　　土

7 　

2 東海幹線№251鉄塔（１５４Kｖ送電線）　土

3 展望箇所　岩

4 繖山頂上三角点　　土、近くに岩あり

　

※測定結果を地図に記入したものがあればコピーを添付して下さい。気がついたことなど、意見も記入して下さい。

日本勤労者山岳連盟

近江風土記の丘～繖山

天気　　　晴

5 観音正寺　　土

　滋賀・滋賀山友会

1

6

近畿ブロック自然保護交流ハイクで放射線量測定を実施した。

測定機種名 ①ＨＯＲＩＢＡ　ＰＡ－１０００　Ｒａｄｉ　全国貸与の機器②

8 　

9 　

10

 15
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ぐうたら理事長のつぶやき

今 年 の 清 掃 登 山 は 、 5 月 28 日 、 29 日 及 び 6 月 5 日 の ３ 日

間 に わ た り 、 県 内 ６ 会 場 ９ コ ー ス で 実 施 し て い た だ き ま し た 。

６ 月 5 日 は 天 候 に 恵 ま れ ま せ ん で し た が 、 参 加 者 は 3 日 間 で

160 名 (前 年 よ り 64 名 減 )、 登 山 道 か ら 回 収 さ れ た ゴ ミ は 合 計

234 .4  kg (前 年 同 様 )で し た 。参 加 者 が 減 っ た に も 関 ら ず 、前 年

同 様 の ゴ ミ を 回 収 し て い た だ き ま し た 。

清 掃 登 山 が 終 わ り ま し た の で 創 立 40 周 年 記 念 行 事 に 向 け て

の 実 行 委 員 会 を 立 ち 上 げ ま す 。 各 会 か ら 実 行 委 員 を 出 し て い た

だ き お 知 恵 と お 力 を お 借 り し て 記 念 行 事 を 行 い た い と 思 い ま す 。

今 年 の 登 山 祭 典 に つ い て は 、10 月 23 日 (日 )に 40 周 年 記 念 行 事

の 一 環 と し て 、 八 雲 ケ 原 集 中 に し て 各 会 の 会 員 の 方 々 と 交 流 し

た い と 思 い ま す 。 近 畿 ブ ロ ッ ク や 全 国 連 盟 に も 呼 び か け て 実 施

す る 予 定 で す 。 す で に 予 定 を 入 れ て お ら れ る 会 も あ る と は 思 い

ま す が 、 ぜ ひ 変 更 し て い た だ き 参 加 し て い た だ き ま す よ う に お

願 い し ま す 。

11 月 に は「 道 迷 い 」を テ － マ に し た 講 演 会 も 予 定 し て い ま す 。

実 行 委 員 会 が 立 ち 上 が る 前 に 決 め る の は 早 す ぎ る と の 意 見 も あ

ろ う か と 思 い ま す が 、 時 間 も あ ま り 無 い の で 決 め ら れ る も の か

ら 決 め て い き ま し た 。

少 し 堅 い 話 が 続 き ま し た の で 少 し 不 思 議 な お 話 で も し ま し ょ

う か 。 信 じ る か 信 じ な い か は あ な た 次 第 で す 。

ま だ 山 登 り を 始 め た ば か り の 頃 、 英 彦 山 の 裏 に あ る 釈 迦 ケ 岳

～ 岳 滅 鬼 山 の 縦 走 に 行 き ま し た 。 水 の 補 給 に 水 場 ま で 下 り 、 登

り 返 す の が 嫌 だ っ た の で ト ラ バ － ス 道 に 入 り ま し た 。 小 さ な 尾

根 を 越 す と 下 る 道 と な り 、 す ぐ 間 違 い に は 気 付 い た が 、 登 り 返

す 気 力 も 無 く 谷 ま で 下 り ま し た 。 夕 刻 近 く 大 き な 木 の あ る 尾 根

の 鼻 を 回 る と 、 コ － ル タ － ル の 香 り 漂 う 新 し い 造 林 小 屋 が あ り

ま し た 。 こ れ 幸 い と 中 に 入 り 泊 る 事 に し ま し た 。 怖 か っ た の で

そ こ に あ っ た ロ － ソ ク を 一 晩 中 灯 し た ま ま に し て 寝 ま し た 。 翌

朝 に は 半 分 ほ ど に な っ て い ま し た 。 元 気 を 回 復 し 尾 根 に 登 り 返

し 磁 石 を 出 し て 方 向 を 確 か め て 進 ん だ の に 、 気 が つ く と 見 た こ

と の あ る 道 に 出 ま し た 。 そ ん な 筈 は と 思 い つ つ 下 り 続 け 、 昨 日

見 た 大 き な 木 の 横 を 通 り 、 朝 出 発 し た 小 屋 に 着 き ま し た 。 キ ツ

ネ に つ ま ま れ た よ う な 気 分 で 中 に 入 る と 。 朝 に は 半 分 だ っ た ロ

－ ソ ク が 新 し く な っ て い ま し た 。「 え っ ！ 」と 思 う と 、何 か 背 筋
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が 寒 く な り ま し た 。 慌 て て 外 に 出 ま し た 。 も う 山 に 登 る 気 分 に

な ら ず そ の ま ま 下 山 し 皿 山 に 向 う 林 道 に 出 ま し た 。

話 に は 続 き が あ り 、 ３ 年 く ら い 経 ち 、 地 図 読 み に も 少 し 自 信

が 出 来 た の で 、 あ の 時 ど こ で 迷 っ た か 確 か め よ う と も う 一 度 釈

迦 ケ 岳 ～ 岳 滅 鬼 山 の 縦 走 に 行 き ま し た 。 水 場 に 下 り ト ラ バ － ス

道 に 入 り 、 谷 に 下 り 着 き 、 大 き な 木 の 横 を 通 っ て 尾 根 を 回 る と

あ る 筈 の 小 屋 が 無 い 。 建 っ て い た 辺 り に は 小 屋 の 基 礎 も 見 当 た

ら ず 、 ま た ま た キ ツ ネ に つ ま ま れ た 気 分 に な り ま し た 。 ウ ロ ウ

ロ し て い る と 山 仕 事 の 人 が 二 人 来 た の で 、 こ こ に 小 屋 が あ っ た

筈 だ が と 聞 い た ら 、 ６ 年 ほ ど こ の 辺 り で 仕 事 を し て い る が 小 屋

は 無 か っ た と 言 わ れ た 。 ま だ 建 っ た ば か り の コ － ル タ － ル の 香

り が し て い た ん だ が 、 僅 か ３ 年 で 壊 れ る 筈 も な い と 思 っ た 。 そ

こ か ら 下 り ３ 年 前 と 同 じ 道 に 出 た の で 場 所 は 間 違 い な い と 思 う

の だ が・・・。先 輩 に 話 す と「 酔 っ 払 っ て 幻 で も 見 た ん だ ろ う 」

と 言 わ れ ま し た 。 幻 だ っ た ら ロ ー ソ ク も 燃 え ず コ ー ル タ － ル の

香 り も し な い と 思 う ん だ が ・ ・ ・ 。 い っ た い 小 屋 は ど こ に 行 っ

た ん だ ！

７ 月 は 水 浴 び で も し ま し ょ う か 。 ７ 月 ９ 日 (土 )に 天 神 川 を 歩

き た い と 思 い ま す 。

８ 時 20 分 石 山 駅 集 合 、 ８ 時 25 分 の ア ル プ ス 登 山 口 行 に 乗 り

ま す 。 ア ル プ ス 登 山 口 か ら 五 味 谷 堰 堤 ま で 歩 き 、 堰 堤 か ら 川 を

遡 り ま し ょ う 。 沢 登 り で は な い の で 特 別 な 装 備 は い り ま せ ん 。

水 に 濡 れ て も 良 い 靴 で (沢 靴 が あ れ ば 最 適 )お い で 下 さ い 。 適 当

な 所 か ら 引 返 し ま す 。

参 加 さ れ る 方 は 友 永 ま で メ － ル (y t19481 013＠ y ah o o . c o . j p) か

電 話 (077- 52 4- 56 18  )で お 知 ら せ 下 さ い 。



月 日 県連・全国行事 月 日 各会の行事 会名

2 ７月例会 岳友
6 第６回理事会 3 比良（ダケ道～びわこバレイ） ちご

3 大比叡・記念山行 山友
13 アルパイン講習会（机上講習） 10 初級登山教室・沢登り 山友

10 福井・青葉山 雪稜
16-18 明神岳～前穂高岳（CSS） 16-17 銀杏峰 岳友

16-18 北ア・剱岳 雪稜
20 運営委員会 岳友
21 ミーティング 彷徨

23-24 福井・荒島岳 山友
24 アルパイン講習会（実技講習） 24 音羽山 ちご

24 ナベクボ峠～百里新道分岐 雪稜
30 ミーティング 岳友

29-8/2 北ア・針ノ木岳～烏帽子岳 雪稜
30 夏山集中登山 山友

30-31 初級登山教室・テント泊縦走 山友
30～8／2 夏山合宿（北岳～間ノ岳） ちご

3 アルパイン講習会（机上講習） 6-8 北ア・穂高縦走 山友
5 第７回理事会 6-10 北ア・表銀座縦走 雪稜

7 那須ヶ原山～油日岳 岳友
１１-１４ 唐松岳～鹿島槍ヶ岳 岳友

13-16 南ア・仙塩尾根 山友
16 京都東山～送り火観賞会 雪稜
18 ミーティング 彷徨

21 アルパイン講習会（実技講習） 21 百里新道分岐～与助谷山 雪稜
27 ミーティング 岳友

25-28 南ア・黒戸尾根～甲斐駒ヶ岳 雪稜
27-29 北ア・針ノ木岳～船窪 山友

27-28 阿弥陀岳南稜（CSS） 28 比叡山 ちご

6 アルパイン講習会（机上講習） 3 鳥取・大山 山友
7 第８回理事会 4 ９月例会 岳友

4 びわこバレイ～栗原～和邇駅 ちご

11 アルパイン講習会（実技講習） 10-11 雪稜会の集い（登山/懇親会） 雪稜
15 ミーティング 彷徨

17-19 乗鞍岳 山友
１７-１9 北アルプス・剣岳 岳友
17-19 大普賢岳～伯母ケ岳（大峰） 雪稜

18 おまかせ山行 ちご
25 比良縦走大会 24 ミーティング 岳友
28 アルパイン講習会（机上講習）

18

　　　　　　　ｽｷｰﾈｯﾄ；山スキーネット滋賀、CSS：クライミング研究会滋賀

行 事 予 定

7

9

8 8

7

9

会名略号　山友：滋賀山友会、岳友：湖南岳友会、雪稜：比良雪稜会、ちご：ちごゆり山歩会

　　　　　　　シャク：シャクナゲ溯行クラブ、彷徨：彷徨倶楽部
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